臨時生物科学セミナー（第１６６回）

　日　時：平成２１年３月２７日（金）１６：３０～１８：００
場　所：理学部２号館　第二講義室（２２３号室）
	講演題目：次世代シークエンサーとエコシステムバイオロジー

	講演者名：清水健太郎 准教授 （チューリヒ大学理学部）

	講演の概要：
地球上ではきわめて多様な生物がエコシステムを形成しているが、これまで遺伝子研究はほぼ実験室内でのモデル生物に限られてきた。近年、とくに次世代シークエンサーや、大量の定量的データ解析手法の開発により、自然環境での遺伝子機能やコミュニティの解析が可能となってきた。スイスはシステムバイオロジーを重点領域としており、チューリヒ大学では機能ゲノム学センターを中心として、遺伝学・生態学・バイオインフォーマティクスなどを用いた学際的研究を進めている。本講演では、植物周辺の微生物コミュニティや、シロイヌナズナ近縁種の野生条件での生態などについて触れたい。
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